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Global Challenge ～ 清心のグローバル教育 ～

Notre Dame Seishin Global Education Center

ノートルダム清心学園 清心中学校・清心女子高等学校
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☆ノートルダム清心学園清心中学校・清心女子高等学校のグローバル教育は、①異文化を理解し他者を尊重する心を育てること、②自分

の思いを英語で伝えることのできる力を育てること、③国際人としてあらゆる分野で活躍できる女性を育てることを目標としています。

☆平成２６年度には、ユネスコスクール世界大会・高校生フォーラムが開催され，本校生徒４４名が運営スタッフとして参加しました。

校内でのさまざまな活動だけでなく外部行事への参加、各種コンテストへの取り組みなど、１年間の活動のようすを紹介します。

UNESCO ASPnet International ESD Events for Students and Teachers
ユネスコスクール世界大会・高校生フォーラム １１月４日（火）地域交流会（フィリピンの生徒が来校しました。）

①フィリピンの生徒と先生 ②③中３ NELP(Native English Language Program) ④高１Ｅ校内ツアー

⑤中３Ｂ「クイズ」 ⑥昔話「ももたろう」紹介 ⑦ランチ・タイム ⑧高１Ｄ「学校生活」紹介

⑨⑩日本の高校生活を英語で紹介しました。 ⑪プレゼンテーションのリハーサル ⑫歓迎会（琴・三味線演奏）

⑬ハンドベル（聖歌隊） ⑭歓迎夕食会へ参加する生徒 ⑮旧内山下小学校（会場） ⑯ルーマニアの男子

地域交流会 １１月５日（水） ノートルダム清心女子大学附属小学校訪問，倉敷美観地区散策

①ホテル・グランヴィア ②清心女子大学カリタス・ホール ③附属小学校「国際コース」 ④倉敷美観地区

ユネスコスクール世界大会・高校生フォーラム オープニング １１月５日（水）

①装飾係 ②受付係 ③運営係 ④開会宣言（本校生徒とルーマニアの生徒）
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ユネスコスクール世界大会・高校生フォーラム プレゼンテーション １１月６日（木）

①②③④フィリピンの生徒によるプレゼンテーション（プレゼンテーションは４会場で同時に行われました。）

⑤⑥昼食会場（参加生徒約６６０人） ⑦運営係 ⑧おもてなし係チーフ陣

⑨司会係リハーサル ⑩英語書記係（要約表示） ⑪おもてなし係 ⑫オープニング（ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ）

ユネスコスクール世界大会・高校生フォーラム 全体会 １１月７日（金）

⑬ディスカッション ⑭⑮清心女子高校の生徒が全体会の議長を務めました。 ⑯おもてなし係

⑰起草委員会 ⑱起草委員会メンバー ⑲宣言文の採択 ⑳夕食交流会（32か国の生徒）

ESD教師教育訪問団（清心女子高校へ） １１月１７日（月）

教師教育に関する会議に参加した世界各国の先生方が本校を訪問されました。

「生命科学コース」の生徒（２年生，３年生）が課題研究の成果を英語で発表しました。
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ESDアカデミア会議岡山 ７月２６日（土） ＠川崎医療福祉大学 （英語で俳句を発表）

①学校紹介（日本語・英語・韓国語で発表しました） ②③ ESD 取り組み紹介 ④英語で俳句を発表しました。

⑤⑥上智大学副学長 杉村美紀先生(災害後のコミュニティ復興と ESD ) ⑦表彰していただきました。 ⑧参加者

長期留学生ミカエラさん 平成２６年４月～１２月まで，１０か月間清心女子高校で学びました。

ミカエラさんの送別会（高２Ｃ）終業式では，お別れのあいさつを日本語でしました。

Notre Dame San Jose Visit ～ 姉妹校ノートルダム・サンノゼ高校からの短期訪問 ６月１０日～２２日

①聖堂前で記念撮影 ②③歓迎会（英語部主催） ④中学生校内スピーチコンテストで留学生を紹介しました。

⑤ NELP (Native English Language Program ) ⑥⑦⑧高校１年生の授業に参加（交流会と NDSJ 学校紹介）

⑨⑩同窓会による日本文化の体験学習 ⑪広島研修 ⑫備前焼き体験
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ＳＳＨ科学英語研究会 ６月２２日（日） ＳＳＨ(文部科学省研究指定 スーパー・サイエンス・ハイスクール）

①高校１年生 NELP ②高校２年生「英語ディベート」 ③高校３年生 課題研究発表（英語） ④研究協議

『NEW CROWN』 英語授業研修会 １１月１７日（月） 講師：愛媛大学 池野 修 先生

①中学１年生 ②中学３年生 ③中学 NELP(Native English Language Program) ④研修会

上智大学 出口真紀子 先生（グローバル教育センター長） ７月１１日（金） 講演会 「グローバル社会と女性」
・私は世界の異なる文化を感じたり、歴史的な背景、女性の社会での役割などを理解したりした上で、

得意な英語を生かして、将来は国際社会のなかで活躍したいと思っています。

・講演を聞いて女性教育の大切さを感じました。私が女性としてどのような形で国際社会や世界平和

に貢献できるかは、まだよくわかりません。グローバル化が叫ばれ国際的に活躍することばかりが重

視されがちですが、そんな時だからこそ、地域社会の発展も大切だと思います。

・社会での女性の立場も少しずつ改善されているので、私もひとりの女性として自分の能力を生かし

て社会に貢献できるような人になりたい。女子校ならではの環境で学ぶということの意義を考え、リ

ーダーシップと協調性という両面を身につけていきたい。

上智大学 吉田研作 先生（言語教育研究センター長） ７月１７日（木） 英語による講義 「言語への心理的影響」
（生徒感想文）今日の英語での講演会を通して自分の言葉に対する考えが大きく変わりました。今ま

では言葉は相手に自分の思いや考えを正確に伝えるための単なる道具にすぎないと考えていたため、

言葉自体に目を向けたことは一度もありませんでした。しかし今日の講義を聞いて何気なく使ってい

る言葉の裏にはたくさんの背景があることを知り興味がわきました。言葉を発するということは人間

にとって日常的なことなのに、私は言葉のことについて何も知らず考えていなかったことを寂しいと

感じました。言語が違うと人の性格までをも変えてしまうくらい言葉は不思議な力を持っています。

これからは言葉の不思議な力を感じながら表現力を豊かにして言葉の面白さを感じたいと思いました。

☆ NELP(Native English Language Program) 生徒 50 名を対象に英語で講義をしていただきました。

全国即興型英語ディベート大会2014 in 京都（＠コープ京都） ７月３１日（木）
～文部科学省助成事業 高等学校における「多様な学習成果の評価手法に関する調査研究」（代表 大阪府立大学中川智皓先生）

①中川智皓先生の講義 ②清心女子Ｃチーム ③生徒７名参加しました。 ④清心女子Ａチーム（全国３位）

授業風景 ～ Content and Language Integrated Learning （CLIL：内容言語統合型学習） 「実践英語」 & 「異文化理解」

①ペア・ワーク ②グループ・ワーク ③プレゼン準備 ④プレゼンテーション
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英語検定の記録 （平成２６年３月末現在の取得状況） 各種コンテストへの参加（平成２６年度実績）

１ 級 準１級 ２ 級 準２級

中学 ０ ２ １２ ４３

高校 ３ ９ ６１ １１１

※生徒数：中学（313 名）高校（394 名） ①高教研英語部会主催 ②高教研英語部会主催 ③高教研英語部会主催

ｽﾋﾟｰﾁ･ｺﾝﾃｽﾄ（３位） ｴｯｾｲ･ｺﾝﾃｽﾄ（２位） ﾚﾀｰ･ｺﾝﾃｽﾄ（入選）

④吉備国際大学主催 ⑤ BYUH 杯 ⑥五井財団主催 ⑦国際塾主催 ⑧ IPC・ IPU 主催（H26. 2 月）

ｽﾋﾟｰﾁ・ｺﾝﾃｽﾄ（加計賞） 中国四国地区予選会（優勝） 作文コンテスト(入選) 作文コンテスト（奨励賞） ｽﾋﾟｰﾁ･ｺﾝﾃｽﾄ（優勝）

本校で実践した『女性の抑圧について学ぼう』（人権 海外研修プログラム

教育）がユネスコスクール世界大会の開催を記念し ①オーストラリア研修（中学生）

て文部科学省・日本ユネスコ国内委員会が発刊する 平成 26 年 7 月 6 日～ 7 月 20 日（15 日間）85 名参加

「ユネスコスクール ESD 優良実践事例集」の掲載校 ②ＳＳＨボルネオ研修（高校生）

として選定されました。（文部科学省国際統括官） 平成 27 年 3 月 22 日～ 4 月 1 日（11 日間）28 名参加

③ノートルダム・サンノゼ高校への短期留学（高校生）

平成 27 年 3 月 21 日～ 4 月 5 日（16 日間）12 名参加

長期留学派遣生徒

平成２６年度 ３名 平成２７年度 ５名

第４９回校内英語スピーチコンテスト

独立行政法人国際協力機構主催 教育協力 NGO ネットワークによる

国際協力高校生エッセイコンテスト 「世界一大きな授業 2014」に参加 英語スピーチコンテストで１５名の生徒が発表しました。

「学校賞」を受賞しました。 しました。（生命科学コース１年 E 組） ESD 世界大会の報告会を開催しました。

アドバイザー スカイプ交流（オランダ）

グローバル教育 上智大学 グローバル教育センター長 出口 真紀子先生

ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ(ESD) 大阪府立大学 大学院人間社会学研究科 伊井 直比呂先生

英語教育(NELP) 上智大学 言語教育研究センター長 吉田 研作 先生

英語教育(SELP) 白百合女子大学 文学部英文学科 准教授 倉住 修 先生

英語教育(CLIL) 上智大学 文学部英文学科 准教授 池田 真 先生

英語ディベート 大阪府立大学 大学院工学研究科 中川 智皓 先生

ノートルダム清心学園

清心中学校・清心女子高等学校

〒 701-0195 岡山県倉敷市二子 1200
Tel：086-462-1661 Fax：086-463-0223
URL http://www.nd-seishin.ac.jp

（お問い合わせ）グローバル教育課 小寺 裕之

E-mail：kodera@nd-seishin.ac.jp
2015.2.28 発行

Seishin Global Education Center

Notre Dame Seishin Gakuen
Seishin Junior High School ＊ Seishin Girls' High School

清心中学校＊清心女子高校の「グローバル人材育成プログラム」は公益財団法人福武教育文化振興財団の助成により推進されています。
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